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40大地溝帯 42タンガニーカ 60マラウイ
17アトラス

51ドラケンスバーグ 38赤道

27乾燥帯
53ナミブ 59ベンゲラ

19イスラーム教 20インド洋

30キリマンジャロ

あ-資源ナショナリズム　い-石油コンビナート　う-太平洋ベルト地帯

え-狭まる（衝突型）境界境界　お-ユーラシア

教科書p131そのまま
省エネルギーの推進とともに、再生可能エネルギーが
開発され、石油価格が下落した

教p31



52奴隷
57プランテーション

12 1960

50 銅 34原油

41ダイヤモンド

c

22エチオピア 66リベリア

44タンザン

砂漠化

垂直

難問 教p273そのまま
ナイル川の氾濫でもたらされる堆積物や栄
養分がダムで堰き止められて減少したから
（38字）
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20移牧16アルプ

61冷凍船

59酪農

28混合農業
27五大湖

11アグリビジネス

58輸入課徴金

56有機農業

34白い革命

47ブラジル
45ヒンドゥー

30サーミ 40トナカイ
55ヤク

35水牛
44羊 57遊牧

50ホルスタイン

32社会





フードマイレージ

グリーンツーリズム

生産から流通、消費までの食品の流れ

トレーサビリティ

ツンドラ

難問

農畜産物の過剰生産が生じた。
農業関連支出が増えEUの財政を圧迫した。



教Ｐ96 各地で発達した伝統的農業

〔自給的農業〕

［１］遊牧…自然の草と水を求めて，家畜とともに移動しながら
　　　　　行う粗放的な牧畜 
  ＊ツンドラ地域…トナカイ 北極圏に住むサンタクロースの乗り物

　＊乾燥地域…羊、ヤギ　ウールは油分を含むので乾燥に強い

　＊アンデス地方…リャマ、アルパカ　見分けが非常に難しい

  ＊チベット高原…ヤク 

　　　　　　→特に羊は肉も骨も毛皮も重宝されるので縁起の良い象徴となる

［２］焼畑農業…森林を焼き払い，燃えかすである草木の灰を
　　　　　　　唯一の肥料として用いる移動式農業
　熱帯雨林地域の土壌（ラトソル）は弱酸性のため、アルカリ性の灰で中和するという効果 
　＊キャッサバ、タロイモ、バナナなど 
　　タピオカの原料　　里芋と同じ
　　　サツマイモに酷似



［３］粗放的定住農業…焼畑農業より定着性を高めた畑作農業
　＊ココヤシ（東南アジア）、カカオ（西アフリカ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→チョコの原料　ガーナが有名だね

［４］集約的稲作農業…モンスーンアジアのデルタ地帯など
　　　　　　　　　　で、世界の米の約90％が生産
　　　　　　　　　　傾斜地では階段上の棚田が見られる

　☆米の輸出量（2019）
　　①インド　　②タイ　③ベトナム　④パキスタン　⑤米国
　　（973万t）　　　（685万t）　　（545万t）　　（456万t）　　（305万t）

　　生産量第1位は中国（20,961万t）、第2位はインド（17,765万t）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　簡単に言うと水のない所に水を撒くこと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑

［５］集約的畑作農業…稲作には不利な乾燥地域で、灌漑によ
　　　　　　　　　　って行われる農業、オアシス農業 
　ａ．水源…外来河川、オアシス、地下水など 
　ｂ．地下式用水路…カナート（イラン等）教P263
　　　　　カレーズ（北アフリカ）、フォガラ（ウイグル）などの名称も

　　＊小麦・綿花・ナツメヤシ・大豆・とうもろこしなど
　　　　→乾燥に強い作物として覚えておこう。



教P98〔商業的農業〕

［1］混合農業…飼料作物を輪作しながら、畜産物の販売に重点
　　　　　　　をおく

　　　　　　　　　　根が深く土に入り込み、畑を耕す機能
　　　　　　　　　　　　　　　　↑
　ａ．穀物栽培…自給用の小麦や根菜類（かぶ・てんさい）

　ｂ．飼料作物栽培…大豆、とうもろこし、大麦、牧草など

  ｃ．家畜の飼育…牛、豚を飼育

   ＊中世の三圃式農業から発展し、地力維持と収穫量の増大
　　　の両立　土地が痩せているため

　　「冬作物〔a〕＋夏作物〔b〕＋休閑（家畜放牧）〔c〕」の輪作

　　☆休閑…耕地の地力を回復させるため、一定期間作物を
　　　　　　栽培しないこと
　　☆輪作…地力の消耗を抑えるため、同じ耕地に種類の異
　　　　　　なる作物を一定の順序で栽培すること



［2］酪農…乳牛を飼育し、生乳やバター、チーズなどを生産す
　　　　　る農業 
　ａ．移牧…山岳酪農、夏季に標高の高い牧草地へ移動、冬
　　　　　　季は麓の牛舎で過ごす 
　b．アルプ…標高2,000ｍ以上(森林限界を超える)の牧草地 
　　　　　　　アルプスの少女ハイジのイメージそのまま

［3］園芸農業…都市への出荷を目的として、野菜や果樹、花
　　　　　　 卉(かき)などを集約的に栽培する 
　ａ．近郊農業…大都市から近い場所で行う農業 
　ｂ．輸送園芸（トラックファーミング）…大都市から離れた場
　　　　　　　　　　　所で促成栽培や抑制栽培を行う農業
　　　☆トラックとあるが、航空機が活用されている

　　　　　　　　　　　　　　　Cs…温帯+summertrocken(夏乾燥）

［4］地中海式農業…夏に乾燥する地中海性気候のもと、耐乾
　　　　　　　　　性樹木作物と自給用の穀物栽培を行う
　ａ．夏季…ブドウ、オリーブ、オレンジ類などの樹木作物
　ｂ．冬季…冬の降水を利用して小麦栽培や酪農



教P100〔企業的農業〕
［１］企業的穀物・畑作農業…広大な農地で大型機械を利用し
　　　　　　　　　　　　て穀物栽培を行う 
　＊小麦だけでなく、大豆、とうもろこしなどの飼料作物が盛
　　ん　　　　　　　　はざかい

　＊南半球では北半球の端境期（収穫ができず作物が出回ら
　　ない時期）に輸出が可能

［２］企業的牧畜…主にステップ地帯を利用して大規模に家畜
　　　　　　　　を放牧し、肉を販売する 
  ＊フィードロット方式…出荷前の肉牛に高カロリーの濃厚飼
　　　　　　　　　　　料を与えて、短期間に肉量を増や　
　　　　　　　　　　　すための肉牛の肥育場
　　　　　　　　　　　　かつて肉骨粉を与え、狂牛病発生の事例も

［３］プランテーション農業…熱帯・亜熱帯にみられる大規模
　　　　　　　　　　　　な商業的農園農業 
  ＊バナナ、カカオ、天然ゴム、油やしなど 
  ＊単一耕作（モノカルチャー）…世界市場向け（商品作物）の
　　　　　　　　　　　　　　みの大規模栽培
　　　　近年バイオ燃料となるとうもろこしやさとうきびに農地を転換する動きが加速化し、
　　　　食用農作物の価格が高騰している

　＊農業に関する様々な事業を一手に行う、多国籍企業によ
　　るアグリビジネスの増加

　　　農産物の生産・保管・輸送・加工・販売、品種開
　　　発、農業機械・肥料・農薬の供給など食料供給体系
　　　全体を支配している
　　　　トウモロコシの生産から販売まで一手に手がけるケロッグ社などが代表例

農業の工業化 → 「穀物メジャー」


